
 - 1 - 

門真市第５次総合計画審議会 第１回審議会 議事録 

 
場 所：門真市役所第３会議室 
日 時：平成 21 年２月 18 日 午前 10 時～12 時 
出席者：総合計画審議会委員（門真市総合計画審議会条例第３条第２項） 
    委員構成 【公募市民４人 学識経験者１１人 関係行政機関２人】 

（五十音順） 
    第１号委員（市民） 
     岡本修子・竪月邦治・内藤弘子・野村強起 
    第２号委員（学識経験者） 
     植村 興・川勝健志・島 善信・末村祐子・土山重樹・鳥谷信夫・林芙美子・日高哲

生・正木啓子・村田文雄・吉松正憲 
    第３号委員（関係行政機関） 
     森定一稔・山口利廣 
    事務局：門真市総合政策部 

部長：北口政昭 次長：下治正和 
企画課長：水野知加子 課長補佐：小野直宏 係員：十河大輔・湯川みずほ 
受託業者：株式会社かんこう 馬場明男 

 
１．開会（事務局 小野） 
 
２．市長挨拶 
 
３．委員紹介 
 
４．会長の選出 
 ・委員から事務局に一任の意見があり、事務局から会長に植村委員を、副会長に日高委員との

推薦があり、全委員が異議なく、会長に植村委員が、副会長に日高委員が就任 
 
５．植村会長及び日高副会長就任挨拶 
 
６．諮問 
 ◇市長より審議会に門真市第５次総合計画策定について諮問 
 
（以後、植村会長が議事を進行） 
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７．会議の公開について 
◇事務局より「審議会等の会議の公開に関する指針」について説明 
・委員から会議の公開に関する異議の意見はなく、公開することを決定 
◇事務局より「門真市総合計画審議会の会議公開要領(案)」及び「門真市総合計画審議会傍聴要

領(案)」について説明 
（本案に関する意見） 
発言者 内 容 
委員 
 
事務局 
 
 
会長 
委員 
事務局 
 
 
会長 

・会議の開催の周知方法は、要領(案)では「市の情報コーナーに掲示することな

ど」となっているが、他の周知方法はどのように考えているのか。 
・情報コーナーの掲示以外に、ホームページ、市の広報での周知を考えている。

広報については、毎月１日の発行であるため、掲載に間に合うように考えてい

きたい。 
・１週間以上前に何らかの方法で周知をお願いしたい。 
・会議の公開について、市の他の審議会等はどのようにしているか。 
・地方自治法に基づいた付属機関が二十数機関あり、原則公開としているが、個

人情報や非開示情報を含む会議など、案件によっては非公開としている会議も

ある。公開をしている会議では、10 人位を定員として受付をしている。 
・本審議会においても、本審議会において公開・非公開の判断ができると理解し

ているが、基本的には、本要領にしたがい公開することで進めていくことにし

たい。 
 
８．今後の進め方について 
◇事務局から、地方自治法施行令第 167 条の 10 の２の規定に基づく総合評価一般競争入札方

式を採用し、門真市第５次総合計画策定支援業者を受託者特定審査委員会において決定した

経緯及び受託業者から提案された内容を基本に策定を進める旨を説明 
◇「門真市第５次総合計画策定基本方針」の説明（事務局） 
◇「門真市第５次総合計画策定方法」及び「策定スケジュール」等の説明（受託業者） 
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（策定基本方針、策定方法等に関する質問、意見等） 
発言者 内 容 
委員 
 
 
 
 
事務局 
 
 
委員 
受託業者 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
 
会長 
 
事務局 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 

・策定スケジュールの関係から審議会の開催も限られ、有効に議論を行うこと

が必要であるため、市民意見の募集時に提案される第５次総合計画の原案を審

議会委員にも配付してほしい。また、門真未来市民会議については、未来の門

真を担う若年層の参加が必要と思われるが、参加される方の年齢構成はどのよ

うになっているか知りたい。 
・第５次総合計画の原案については、策定できた段階で審議会委員に送付をす

るようにしたい。また、門真未来市民会議の参加者については、若年層の参加

もできるよう 18 歳以上の市民を対象に募集を行った。 
・受託業者の所在や実績が分からないので、説明をしてほしい。 
・大阪市に事務所があり、主に京阪沿線の各市のまちづくりなどのお手伝いな

どをしている。担当している個人としては、昭和 47 年から本市の業務に携わ

り、第３次総合計画、第４次総合計画、都市ビジョンなどの策定支援も行った。 
・門真の未来子ども会議は、小学校６年生が対象であるが、中学生や高校生の

意見についても知りたいと思う。 
・今回の策定にあたり、門真未来市民会議は 18 歳以上を対象にしているため、

高校生や大学生の意見は聴取できるかと考えている。意見を聴取する対象とし

て中学生も含めたいと考えているが、学校の協力も必要であり、行政、学校か

ら声をかけて、思春期の生徒がどれくらい集まるかは、予想が難しい。 
・中学生の意見の聴取も含めた策定も視野に入れるなど、提示された策定方法

を柔軟に考えてほしい。 
・策定過程において、できるかぎり中学生の意見の聴取もできるように検討し

たい。 
・策定過程における多様な市民参加の機会が設けられていることは評価できる。

多様な市民の参加による市民の意見は、審議会では様々ことを判断する根拠と

なるため、市民意識調査などそれぞれの市民の意見を明確かつ的確に審議会に

提示してほしい。 
・策定過程における多様な市民参加の機会が設けられていることは賛成である

が、企業については、ヒアリング調査だけになっている。企業間での意見交換

などもできる機会もあった方がよいのではないかと思う。庁内委員会の専門部

会に統合部会が設置されているが、例えば、環境の問題でありながら経済の問

題でもあるといったように、様々な要因が重なった問題を総合的に議論し、調

整していく場として重要な役割を担っていると考えている。そのため、総合的

に議論、調整できるような体制、スケジュールにしていくことが必要であると

思う。特に統合部会では財政面からの検討、裏付けも重要であり、統合部会に
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事務局 
 
 
 
 
委員 
 
 
会長 
 
 
委員 
 
 
受託業者 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
受託業者 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
委員 
 

財政部局からの参加はあるのか。 
・企業間での意見交換の場については、スケジュール的な面も考慮し、設置が

可能か事務局で検討したい。スケジュールでは、分野別部会から提案された内

容を３回にわたり、総合的に議論、調整できるよう考えているが、必要に応じ

て、適宜、統合部会を開催していきたいと考えている。統合部会は全部局の次

長級で構成しているので、財政部局の担当者も入っている。 
・本総合計画は門真市ならではというものを策定したいが、他市の総合計画に

限らず各種のまちづくりの先進的な事例もあるかと思う。他市の先進事例など

も学習しながら検討を進めていきたいと思う。 
・委員の方々も、他市の先進事例などを調査されている方もおられると思うの

で、本市でも導入した方が良いと思われる先進事例を活かせることができるよ

う、事務局だけでなく、委員の方々も紹介いただけたらと思う。 
・審議する立場の委員が門真未来市民会議に参加する立場はどのように考えた

らよいか。審議会委員も発言できるとすれば、門真未来市民会議の独自性が失

われるのではないか。 
・門真未来市民会議への審議会委員の参加については、立場上難しい問題もあ

ることは理解しているが、一市民として参加頂き、ざっくばらんな市民として

の意見を頂きたいと考えている。 
・多様な組織での検討や非常に厳しい策定スケジュールの中で、それぞれの組

織の検討状況や検討内容が把握できるように情報を提供し、策定方法を工夫し

ていくことが重要であると思う。門真未来市民会議の検討の進め方について

は、地域ごとの検討か、テーマごとの検討になるのか知りたい。審議会の専門

部会と庁内に設置される専門部会の関係についてもどのように考えているか

知りたい。 
・門真未来市民会議の検討の進め方については、都市ビジョンの策定に際して

市民から将来構想についての意見を頂いたので、今回の門真未来市民会議で

は、政策分野別、テーマ別の課題について、意見を聞きたいと考えている。 
・審議会の専門部会と庁内に設置される専門部会の関係について、庁内の専門

部会やワーキンググループは４部会で構成しており、その一つは総合的な検討

など主に基本構想分野を検討する部会で、残りの３部会は審議会と同様の専門

分野を検討する部会で構成し、審議会の専門部会と関係性を持たせている。 
・門真未来市民会議への審議会委員の参加については、オブザーバーとして参

加し、審議するうえで基調となる市民の意見をしっかりと聞き、中立的な立場

で審議することが望ましいのではと思う。 
・市会議員も、市民とともに門真のまちを良くしたいと思い、議会で市民の代

表として議論しており、門真未来市民会議への参加の立場については、あまり
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会長 
 
事務局 

固く考えないでよいと思う。 
・終了予定の時間がきたので、最後に事務局からの連絡を聞き、第１回審議会

を終了したい。 
・総合計画案の審議を予定している第２回総合計画審議会は、８月下旬を予定

している。できるかぎり早い時期に連絡したい。 
 

 
 
９．閉会（会長） 
 
 
 


